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(57)【要約】
【課題】高分子分散型液晶フィルムとＬＣＤ等の表示素
子との間に一の偏光を透過し他の偏光を反射するような
偏光フィルムを配設することで、表示素子が表示状態の
場合に輝度を損なうことなく表示し、表示素子が非表示
状態の場合に表示画面を白くする表示装置を提供する。
【解決手段】ＬＣＤ２の表示面にＰＤＬＣ４が配設され
る表示装置１であって、ＬＣＤ２の表示面とＰＤＬＣ４
との間に、Ｐ偏光を透過しＳ偏光を反射する偏光フィル
ム３を配設し、ＬＣＤ２の表示面に配設される偏光板２
２ｂの偏光面と偏光フィルム３の偏光面とが一致してい
るものである。ＬＣＤ２が表示状態でＰＤＬＣ４が透明
状態の場合には、Ｐ偏光が偏光フィルム３及びＰＤＬＣ
４を透過して高輝度に表示し、ＬＣＤ２が非表示状態で
ＰＤＬＣ４が白濁状態の場合には、入射される外光のＳ
偏光がＰＤＬＣ４及び偏光フィルム３で反射されて画面
を白くする。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示手段の表示面に高分子分散液晶フィルムが配設される表示装置であって、
　表示手段の表示面と高分子分散液晶フィルムとの間に、一の偏光を透過し他の偏光を反
射する偏光フィルムを配設していることを特徴とする表示装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の表示装置において、
　表示手段の表示面に配設される偏光板の偏光面と前記偏光フィルムの偏光面とが一致し
て配設される表示装置。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載の表示装置において、
　前記高分子分散液晶フィルムの透明状態／白濁状態の駆動を制御する高分子分散液晶フ
ィルム制御手段と、
　前記表示手段のオン／オフの駆動を制御する表示制御手段とを備え、
　高分子分散液晶フィルム制御手段が前記高分子分散液晶フィルムを透明状態に制御する
と共に、表示制御手段が前記表示手段をオンに制御する場合に、前記表示手段からの前記
一の偏光が前記偏光フィルム及び前記高分子分散液晶フィルムを透過され、
　高分子分散液晶フィルム制御手段が前記高分子分散液晶フィルムを白濁状態に制御する
と共に、表示制御手段が前記表示手段をオフに制御する場合に、前記高分子分散液晶フィ
ルムの表示面からの外光における前記他の偏光が、前記高分子分散液晶フィルム及び前記
偏光フィルムで反射される表示装置。
【請求項４】
　請求項１ないし３のいずれかに記載の表示装置において、
　前記表示手段が液晶を用いたものであり、表示背面側に反射板を配設し、液晶を挟んだ
透明電極間に電圧を印加しない場合に、当該液晶が透過状態を維持する表示装置。
【請求項５】
　請求項１ないし３のいずれかに記載の表示装置において、
　前記表示手段が液晶を用いたものであり、表示背面側に反射板を配設し、非表示時にバ
ックライトを消灯状態にすると共に、液晶を挟んだ透明電極間に電圧を印加して当該液晶
を透過状態とする表示装置。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、非表示状態における表示画面を白い状態にする表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　例えば、液晶テレビなどの液晶ディスプレイ（ＬＣＤ：Liquid　Crystal　Display）は
、表示状態においては鮮やかな表示を可能とするが、非表示状態においては画面が真っ暗
になり、デザイン的に好まれない場合がある。そこで、非表示状態においては画面を白く
して壁の色などとのマッチングし易くすることが望まれている。
【０００３】
　白を表示する表示素子として高分子分散型液晶（ＰＤＬＣ：Polymer　Dispersed　Liqu
id　Crystal）が知られている。ＬＣＤなどの表示面にＰＤＬＣを重ねた場合、ＬＣＤが
オン状態（表示状態）でＰＤＬＣを透明状態にすれば、ＰＤＬＣの光の透過性が非常に良
いため、ＬＣＤの輝度を損なうことなく表示することが可能である（図６（Ａ）を参照）
。一方、ＬＣＤがオフ状態（非表示状態）でＰＤＬＣを白濁状態にした場合、ＬＣＤとＰ
ＤＬＣの密着性により背面側からの入射光がなくなり、表示面からの光を後方散乱する光
だけとなってしまう。そのため、ＰＤＬＣの白濁による白さが大きく減退し、ＬＣＤの画
面の黒色が残ってしまうことで、求める白さを発揮することができない（図６（Ｂ）を参
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照）。
【０００４】
　このような問題に対して、ＰＤＬＣの液晶層を厚くして白さの減退を低減することが考
えられる。この場合、ＰＤＬＣの液晶層を厚くすることで後方散乱が多少改善し、白さの
向上が得られるものの、十分な後方散乱の改善が得られることがなく、また、膜厚に比例
して駆動電圧が上がるため電力消費が大きくなってしまうという問題がある（図７を参照
）。
【０００５】
　ＰＤＬＣやＬＣＤ等の表示素子を組み合わせた技術として、例えば特許文献１ないし３
に示す技術が開示されている。特許文献１に示す技術は、片面透明電極基板を透明電極が
向き合うように配設し、透明電極基板間に（高分子／液晶）複合膜を挟み込み、その背面
にハーフミラー、最背面に反射板またはカラー板を配置したものである。
【０００６】
　特許文献２に示す技術は、アクティブマトリックス基板と対向電極ガラス基板の間に高
分子分散型液晶を封入し、その背後に黒色基板を設ける。そして対向電極ガラス基板の上
にはカラーフィルタを設ける。高分子分散型液晶の各画素に加える電圧を制御すると、電
圧が加わったときは液晶は透明となり黒色基板が見えて黒の表示となり、電圧が加わらな
いときは液晶は光を散乱するので白濁し、その上に設けられたカラーフィルタの色が表示
される。更に、偏光板及び配向膜が不要であるとともに高分子分散型液晶自体の光の透過
率が高いので、バックライトが不要となり、消費電力は大幅に低減する。
【０００７】
　特許文献３に示す技術は、反射型のＴＮ型液晶表示装置の表示面上に、視野角制限装置
を配置する。対向する透明基板の内側に対向する透明電極を形成し、これらの間に、高分
子前駆体と液晶とを混合して封入し、紫外線照射により高分子を硬化させると同時に液晶
と高分子とを相分離させる。このように形成した光透過率の高いセルに交流電圧を印加す
ると、液晶分子が電界方向に配向し、液晶と高分子との屈折率の差により光散乱状態とな
り白濁する。この散乱強度は特定の方位角範囲において特に強いため、この方位角範囲を
所定方向に設定することにより、液晶表示装置の表示内容を周囲の人から秘匿することが
できる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】特開２００４－３４１３７９号公報
【特許文献２】特開平０７－１１０４６８号公報
【特許文献３】特開平０９－０７３０７０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　特許文献１ないし３に示す技術はいずれも上記に示すように、ＬＣＤ等の表示素子が非
表示の状態において、ＰＤＬＣの白濁による白さの減退を低減し画面をより白くするとい
う課題を解決できる技術ではない。
【００１０】
　また特に、特許文献１に示すようなハーフミラーを用いた場合、当該ハーフミラーによ
り半分の光が透過され残り半分の光が反射されるため、ＬＣＤ等の表示素子が非表示の状
態においては、ＰＤＬＣの白濁による白さの減退を低減して画面をより白くすることが可
能になる（図８（Ｂ）を参照）。しかしながら、ＬＣＤ等の表示素子が表示の状態におい
て、表示素子からの光がハーフミラーにより反射されてしまい、ＰＤＬＣを透明状態にし
た場合であっても、輝度が下がって画面が暗くなり視認性が低下してしまう（図８（Ａ）
を参照）。
【００１１】
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　本発明は、高分子分散型液晶フィルムとＬＣＤ等の表示素子との間に一の偏光を透過し
他の偏光を反射するような偏光フィルムを配設することで、表示素子が表示状態の場合に
輝度を損なうことなく表示し、表示素子が非表示状態の場合に表示画面を白くする表示装
置を提供する。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本発明に係る表示装置は、表示手段の表示面に高分子分散液晶フィルムが配設される表
示装置であって、表示手段の表示面と高分子分散液晶フィルムとの間に、一の偏光を透過
し他の偏光を反射する偏光フィルムを配設しているものである。
【００１３】
　このように、本発明に係る表示装置においては、表示手段の表示面と高分子分散液晶フ
ィルムとの間に、一の偏光を透過し他の偏光を反射する偏光フィルムを配設しているため
、表示手段が非表示状態で高分子分散液晶フィルムが白濁状態である場合に、表示面から
の外光における他の偏光が偏光フィルムにより反射されて、高分子分散液晶フィルムの白
濁による白さの減退を低減し、表示画面を白くすることができるという効果を奏する。
【００１４】
　本発明に係る表示装置は、表示手段の表示面に配設される偏光板の偏光面と前記偏光フ
ィルムの偏光面とが一致して配設されるものである。
【００１５】
　このように、本発明に係る表示装置においては、表示手段の表示面に配設される偏光板
の偏光面と前記偏光フィルムの偏光面とが一致して配設されるため、ＬＣＤや有機ＥＬデ
ィスプレイのように表示面に偏光板を有する表示手段を用いた場合には、当該表示手段が
表示状態であるときに、光の透過性に影響を与えることがなくなる。つまり、表示手段の
輝度を損われないため、偏光フィルムが配設された場合であっても視認性の低下を招くこ
となく、且つ、表示手段が非表示状態であるときには、画面を白くすることが可能になる
という効果を奏する。
【００１６】
　本発明に係る表示装置は、前記高分子分散液晶フィルムの透明状態／白濁状態の駆動を
制御する高分子分散液晶フィルム制御手段と、前記表示手段のオン／オフの駆動を制御す
る表示制御手段とを備え、高分子分散液晶フィルム制御手段が前記高分子分散液晶フィル
ムを透明状態に制御すると共に、表示制御手段が前記表示手段をオンに制御する場合に、
前記表示手段からの前記一の偏光が前記偏光フィルム及び前記高分子分散液晶フィルムを
透過され、高分子分散液晶フィルム制御手段が前記高分子分散液晶フィルムを白濁状態に
制御すると共に、表示制御手段が前記表示手段をオフに制御する場合に、前記高分子分散
液晶フィルムの表示面からの外光における前記他の偏光が、前記高分子分散液晶フィルム
及び前記偏光フィルムで反射されるものである。
【００１７】
　このように、本発明に係る表示装置においては、高分子分散液晶フィルムの透明状態／
白濁状態の駆動を制御する高分子分散液晶フィルム制御手段と、前記表示手段のオン／オ
フの駆動を制御する表示制御手段とを備え、高分子分散液晶フィルム制御手段が前記高分
子分散液晶フィルムを透明状態に制御すると共に、表示制御手段が前記表示手段をオンに
制御する場合に、前記表示手段からの前記一の偏光が前記偏光フィルム及び前記高分子分
散液晶フィルムを透過され、高分子分散液晶フィルム制御手段が前記高分子分散液晶フィ
ルムを白濁状態に制御すると共に、表示制御手段が前記表示手段をオフに制御する場合に
、前記高分子分散液晶フィルムの表示面からの外光における前記他の偏光が、前記高分子
分散液晶フィルム及び前記偏光フィルムで反射されるため、表示手段が表示状態の場合に
は輝度を損なうことなく視認性を良好に維持すると共に、表示手段が非表示状態の場合に
は画面をより白くしてデザイン性を向上させることができるという効果を奏する。
【００１８】
　本発明に係る表示装置は、前記表示手段が液晶を用いたものであり、表示背面側に反射
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板を配設し、液晶を挟んだ透明電極間に電圧を印加しない場合に、当該液晶が透過状態を
維持するものである。
【００１９】
　このように、本発明に係る表示装置においては、前記表示手段が液晶を用いたものであ
り、表示背面側に反射板を配設し、液晶を挟んだ透明電極間に電圧を印加しない場合に、
当該液晶が透過状態を維持するため、表示手段が非表示状態のときに表示面からの外光に
おける一の偏光が透過状態の液晶を通過し、表示背面側の反射板で反射して後方拡散を改
善し、画面をより白くすることができるという効果を奏する。
【００２０】
　本発明に係る表示装置は、前記表示手段が液晶を用いたものであり、表示背面側に反射
板を配設し、非表示時にバックライトを消灯状態にすると共に、液晶を挟んだ透明電極間
に電圧を印加して当該液晶を透過状態とするものである。
【００２１】
　このように、本発明に係る表示装置においては、前記表示手段が液晶を用いたものであ
り、表示背面側に反射板を配設し、非表示時にバックライトを消灯状態にすると共に、液
晶を挟んだ透明電極間に電圧を印加して当該液晶を透過状態とするため、表示手段のバッ
クライトを消灯した非表示状態のときに、液晶を挟んだ透明電極間に電圧を印加して当該
液晶を透過状態とすることで表示面からの外光における一の偏光が液晶を通過し、表示背
面側の反射板で反射して後方拡散を改善し、画面をより白くすることができるという効果
を奏する。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】第１の実施形態に係る表示装置の構成を示す図である。
【図２】第１の実施形態に係る表示装置におけるＰＤＬＣの構成を示す図である。
【図３】第１の実施形態に係る表示装置におけるＬＣＤの構成を示す図である。
【図４】第１の実施形態に係る表示装置における光の進行状態を示す図である。
【図５】その他の実施形態に係る表示装置の構成を示す図である。
【図６】ＬＣＤにＰＤＬＣを直接貼付した場合の光の進行状態を示す図である。
【図７】図６においてＰＤＬＣの膜厚を大きくした場合の光の進行状態を示す図である。
【図８】図６においてＬＣＤとＰＤＬＣとの間にハーフミラーを配設した場合の光の進行
状態を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２３】
　以下、本発明の実施の形態を説明する。また、本実施形態の全体を通して同じ要素には
同じ符号を付けている。
【００２４】
　　（本発明の第１の実施形態）
　本実施形態に係る表示装置について、図１ないし図４を用いて説明する。図１は、本実
施形態に係る表示装置の構成を示す図である。本実施形態に係る表示装置１は、表示素子
（ここでは、一例として液晶ディスプレイ（以下、ＬＣＤ２という）とする）と、当該Ｌ
ＣＤ２の駆動を制御するＬＣＤ制御部２０と、ＬＣＤ２の表示面に配設され、一の偏光（
例えば、Ｐ偏光）を透過し他の偏光（例えば、Ｓ偏光）を反射する偏光フィルム３と、当
該偏光フィルム３の表示面側に配設され、電圧印加の有無に応じて透明状態と白濁状態と
に状態変化する高分子分散型液晶（以下、ＰＤＬＣ４という）と、当該ＰＤＬＣ４の駆動
を制御するＰＤＬＣ制御部４０とを備える。
【００２５】
　ここで、ＰＤＬＣ４の構成及び機能について詳細に説明する。図２は、本実施形態に係
る表示装置におけるＰＤＬＣの構成を示す図である。ＰＤＬＣ４は、対向して配設される
一対の第１透明基板４１ａ，４１ｂと、第１透明基板４１ａ及び４１ｂの対向面にそれぞ
れ付設される一対の第１透明電極４２ａ，４２ｂと、第１透明電極４２ａ及び４２ｂが対
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向している対向空間内に積層される第１液晶層４３と、第１透明電極４２ａ及び４２ｂに
電圧を印加するＰＤＬＣ制御部４０とを備える。
【００２６】
　液晶層４３は、高分子からなるネットワーク状の高分子ネットワークと、当該高分子ネ
ットワークに包まれるように内在され、電場の有無に応じて配向性を有する液晶とを有し
ており、第１透明電極４２ａ及び４２ｂに電圧が印加されているＯＮ状態の場合（図２（
Ａ）の状態の場合）は、液晶の配向が、第１透明基板４１ａ，４１ｂの面に垂直な方向に
配向している高分子ネットワークに揃うため、ＰＤＬＣ４は透明となり入射光が直射光と
してＰＤＬＣ４を透過する。一方、第１透明電極４２ａ及び４２ｂに電圧が印加されてい
ないＯＦＦ状態の場合（図２（Ｂ）の状態の場合）は、液晶の配向がランダムになってい
るため、高分子ネットワークと液晶の屈折率に差が生じ、ＰＤＬＣ４は白濁して入射光が
拡散される。このように、第１透明電極４２ａ，４２ｂに対して電圧を印加し、電場の有
無を利用してＰＤＬＣ４の透明／白濁を制御することができる。
【００２７】
　次に、ＬＣＤ２の構成及び機能について詳細に説明する。ＬＣＤ２は様々な構造のもの
が知られているが、ここではその一例について説明する。図３は、本実施形態に係る表示
装置におけるＬＣＤの構成を示す図である。ＬＣＤ２は、光源となるバックライト２１と
、対向して配設される一対の偏光板２２ａ，２２ｂと、偏光板２２ａ及び２２ｂの対向面
にそれぞれ付設される一対の第２透明基板２３ａ，２３ｂと、第２透明基板２３ａ及び２
３ｂの対向面にそれぞれ付設される一対の第２透明電極２４ａ，２４ｂと、第２透明電極
２４ａ及び２４ｂの対向面にそれぞれ付設される一対の配向膜２５ａ，２５ｂと、配向膜
２５ａ及び２５ｂが対向している対向空間内に積層される第２液晶層２６と、第２透明電
極２３ａ，２３ｂに対して電圧を印加すると共に、バックライト２１に対して電力を供給
するＬＣＤ制御部２０とを備える。
【００２８】
　第２液晶層２６の液晶分子は、配向膜２５ａ，２５ｂにより所定の方向に配向されてお
り、配向膜２５ａ，２５ｂが９０°ずれた状態で配置されることで、液晶分子も９０°ね
じれた状態で配列される。また、偏光板２２ａ，２２ｂも配向膜２５ａ，２５ｂの配向方
向に対応させてそれぞれ９０°ずれた状態で配置する。第２透明電極２４ａ，２４ｂに電
圧を印加しない状態では、液晶分子は第２透明基板２３ａ，２３ｂに平行で９０°ねじれ
た螺旋状に配列されており、偏光板２２ａを通過した光の振動方向が液晶分子のねじれに
沿って変化し、偏光板２２ｂを通過する。一方、第２透明電極２４ａ，２４ｂに電圧を印
加しない状態では、液晶分子は第２透明基板２３ａ，２３ｂに垂直に並んでおり、液晶分
子が光の振動方向に影響を与えないため、偏光板２２ａを通過した光は振動方向を変えず
に直進し、偏光板２２ｂを通過できない。このように、ＬＣＤ２は、第２透明電極２４ａ
，２４ｂに印加する電圧により光の通過や遮断を行うことができる。
【００２９】
　なお、上述したように、偏光板２２ａ及び２２ｂが９０°ずれた状態で配置され、第２
透明電極２４ａ，２４ｂに電圧を印加しない状態で光を透過するノーマリーホワイトモー
ドと、逆に電圧を印加した状態で光を透過するノーマリーブラックモードとがあるが、本
実施形態においてはいずれのモードであってもよい。
【００３０】
　図１に戻って、本実施形態に係る表示装置１は、上述したＰＤＬＣ４とＬＣＤ２との間
に偏光フィルム３が配設されている。この偏光フィルム３は、Ｐ偏光を透過しＳ偏光を反
射するものである。なお、この偏光フィルム３は、Ｓ偏光を透過しＰ偏光を反射する構成
であってもよいが、ここでは前者の構成とする。
【００３１】
　反射型のフィルムとしては、特許文献１にも示したようなハーフミラーが良く知られて
いる。このハーフミラーは偏光成分に関係なく、入射した光の約半分を反射し残りの半分
を透過するという特性を有している。つまり、図８に示したように、ＬＣＤ２が非表示状
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態でＰＤＬＣ４が白濁状態の場合には、後方散乱が５０％程度と割と大きくなり画面を白
くすることができる。しかしながら、ＬＣＤ２が表示状態でＰＤＬＣ４が透明状態の場合
には、ＬＣＤ２の偏光板２２ａ，２２ｂによりＰ偏光のみが表示面側に透過され、ハーフ
ミラーによりさらに半分の光がＬＣＤ２側に反射されてしまう。そのため、ＰＤＬＣ４が
透明であっても表示面に透過される光量が約半分となってしまい輝度が損なわれてしまう
。
【００３２】
　これに対して、図１に示すＰ偏光を透過しＳ偏光を反射する偏光フィルム３を用いた場
合、ＬＣＤ２の偏光板２２ｂと偏光フィルム３とがどちらもＰ偏光を透過する同一偏光面
を有していることから、ＬＣＤ２の偏光板２２ａ，２２ｂを透過したＰ偏光は、そのまま
の光量で偏光フィルム３を透過することが可能となり、輝度が損なわれることがなく画面
を明るく表示することができる（図４（Ａ）を参照）。図４（Ａ）には、ＬＣＤ２が表示
状態における光の進行状態を示すものであり、ＬＣＤ２から放出された光のうちＳ偏光（
着色矢印で示す）は偏光板２２ａで反射され、Ｐ偏光（白抜きの矢印で示す）のみが表示
面まで透過している様子が示されている。
【００３３】
　また、ＬＣＤ２が非表示状態でＰＤＬＣ４を白濁状態にした場合は、表示面から入射す
る外光のうちの約半分の成分に相当するＳ偏光が反射されるため、後方散乱が５０％程度
となりハーフミラーの場合と同様に画面を白くすることができる（図４（Ｂ）を参照）。
図４（Ｂ）には、Ｐ偏光及びＳ偏光が含まれる外光のうち一部がＰＤＬＣ４で反射され、
ＰＤＬＣ４を透過した光のうちＰ偏光はＬＣＤ２まで透過され、Ｓ偏光のみが表示面に反
射されている様子が示されている。
【００３４】
　次に、ＬＣＤ２及びＰＤＬＣ４の制御について説明する。図１に示すように、表示装置
１は、ＬＣＤ２の駆動を制御するためのＬＣＤ制御部２０を備え、ＰＤＬＣ４の駆動を制
御するためのＰＤＬＣ制御部４０を備えている。なお、ＬＣＤ制御部２０とＰＤＬＣ制御
部４０とは一体的な構成とする液晶制御部としてもよい。
【００３５】
　本実施形態に係る表示装置１は、ＬＣＤ２の表示を高輝度に行うと共に、非表示の際に
は画面をより白くするものである。すなわち、ＬＣＤ制御部２０及びＰＤＬＣ制御部４０
は、ＬＣＤ２が表示状態の場合はＰＤＬＣ４を透明状態に制御し、ＬＣＤ２が非表示状態
の場合はＰＤＬＣ４を白濁状態に制御する。
【００３６】
　前者の場合、図４（Ａ）に示すように、ＬＣＤ２のバックライト２１から出た光は、偏
光板２２ａ，２２ｂや第２液晶層２６を通ってＰ偏光のみが透過される。この透過された
Ｐ偏光は、偏光フィルム３及び透明状態のＰＤＬＣ４をそのまま透過し、ＬＣＤ２の輝度
を保ったままＰＤＬＣ４の表示面に透過される。したがって、偏光フィルム３やＰＤＬＣ
４の影響を受けることなくＬＣＤ２の輝度で表示することが可能となる。
【００３７】
　一方、後者の場合、図４（Ｂ）に示すように、ＬＣＤ２のバックライト２１から光が出
ることはないため、表示面から入射される外光のみが表示面の見え方に影響する。外光が
直接入射するＰＤＬＣ４は白濁状態になっているため、一部の光を反射する。また、ＰＤ
ＬＣ４を透過した外光のうちのＰ偏光は、そのまま偏光フィルム３を透過してＬＣＤ２に
吸収されて消失してしまうものの、Ｓ偏光は、偏光フィルム３で反射されて後方散乱を大
きく改善する。したがって、ＰＤＬＣ４の白濁状態をより白く見えるようにすることが可
能となる。
【００３８】
　このように、本実施形態に係る表示装置においては、ＬＣＤ２が表示状態においては視
認性の低下を招くことなく、且つ、ＬＣＤ２が非表示状態においては、画面を白くするこ
とが可能になる。
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【００３９】
　なお、本実施形態に係る表示装置は、例えばＣＲＴのように表示面に偏光板を用いない
ディスプレイを表示素子として適用することも可能である。この場合、偏光フィルム３に
よりディスプレイからの光はＰ偏光のみに偏光されるため、偏光フィルム３がない場合に
比べて輝度を損なうことになってしまうが、ＣＲＴ等の偏光板を有しないディスプレイは
、元々高輝度であるため、使用環境によっては有効に活用することが可能である。
【００４０】
　　（その他の実施形態）
　本実施形態に係る表示装置について、図５を用いて説明する。本実施形態に係る表示装
置は、ＬＣＤ２の表示背面側に配設された反射板を利用し、ＬＣＤ２の非表示状態におい
て画面をより白くするものである。図５は、本実施形態に係る表示装置の構成を示す図で
ある。基本的な構成は、前記第１の実施形態における図１の場合と同じであるが、ＬＣＤ
２のバックライト２１が、ＬＥＤや蛍光ランプ等の光源２１ａと、光源２１ａの光を取り
入れて液晶側（表示面側）に均一な光を放出する導光板２１ｂと、導光板２１ｂの表示背
面側に配設されて反射効率を上げる反射板２１ｃとを有する。
【００４１】
　上述したように、ＬＣＤ２はノーマリーホワイトモードとノーマリーブラックモードと
がある。まず、ノーマリーホワイトモードの場合は、第２透明電極２３ａ，２３ｂに電圧
が印加されない状態、すなわち、ＬＣＤ２の電源がオフの状態（ＬＣＤ２が非表示状態）
において光を透過する。ＬＣＤ２が非表示状態の場合、表示面から入射された外光のＰ偏
光はＬＣＤ２で吸収されて消失するが、図５に示すようにバックライト２１の表示背面側
に反射板２１ｃを配設することで、ＬＣＤ２を透過したＰ偏光を反射させることが可能と
なり、後方散乱を大きくして表示画面をより白くすることが可能となる。
【００４２】
　これに対して、ノーマリーブラックモードの場合は、第２透明電極２３ａ，２３ｂに電
圧が印加されない状態、すなわち、ＬＣＤ２の電源がオフの状態（ＬＣＤ２が非表示状態
）において光が透過されない。表示面から入射された外光のＰ偏光がＬＣＤ２を透過しな
ければ、バックライト２１の表示背面側の反射板２１ｃまでＰ偏光が届かず、ノーマリー
ホワイトモードの場合に比べて表示画面をより白くする効果が得られにくくなる。
【００４３】
　そこで、ノーマリーブラックモードの場合は、ＬＣＤ制御部２０が、バックライト２１
の光源２１ａを消灯状態にすると共に、第２透明電極２４ａ，２４ｂに電圧を印加するこ
とで外光からのＰ偏光がＬＣＤ２を透過し、バックライト２１の表示背面側の反射板２１
ｃで反射して後方散乱を大きくする。そうすることで、第２透明電極２４ａ，２４ｂに電
圧を印加するための電力を消費するものの、ノーマリーホワイトモードの場合と同様に表
示画面をより白くすることが可能となる。
【００４４】
　このように、本実施形態に係る表示装置においては、外光からのＰ偏光を表示背面側の
反射板２１ｃで反射して後方拡散を改善し、画面をより白くすることができる。
【符号の説明】
【００４５】
　　１　表示装置
　　２　ＬＣＤ
　　３　偏光フィルム
　　４　ＰＤＬＣ
　　２０　ＬＣＤ制御部
　　２１　バックライト
　　２１ａ　光源
　　２１ｂ　導光板
　　２１ｃ　反射板
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　　２２ａ，２２ｂ　偏光板
　　２３ａ，２３ｂ　第２透明基板
　　２４ａ，２４ｂ　第２透明電極
　　２５ａ，２５ｂ　配向膜
　　２６　第２液晶層
　　４０　ＰＤＬＣ制御部
　　４１ａ，４１ｂ　第１透明基板
　　４２ａ，４２ｂ　第１透明電極
　　４３　第１液晶層

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】
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